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I was in Japan for one year (1985-1986) on the research grant of the Japan Foundation while writing my book
Yoshiwara and subsequent book Ooku. Recently I found a collection of my brief observations and comments
on various aspects of Japanese life. I had come to the United States as a college freshman in 1953, and
although I had gone back to Japan for brief visits and research since then, I had not lived there over a couple of
months. My comments in 1985-86 are interesting because of the passage of time since then. It is also light-
hearted and humorous although points I attempted to make are serious. Since I never published these essays, I
would like to publish them with added observations and comments from 2014. Although blogs as such did
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What's Worse Than the L.I.R.R.? Not Having It  
By BENJAMIN MUELLER  
 
As a strike deadline loomed, riders on the Long Island Rail Road weighed onerous contingency plans. They 
love their train; they hate their train. But they certainly don't want to do without it.  
 















































































































































































































































































































































































































































それからというもの、私の PT 療法にたいする信頼はすっかり高くなって、2007 年


















































































































































2014/July/31   
 昨日, 美術館で、今やっている 大改築計画の説明会が後援者の為に催された。この
紹介はもう一度あったのだけれど私は忙しくて行かなかったのだ。 
五年前亡くなった前館長の Anne d'Harnoncourt 女史が生前、今世界で一番名高い建
築家のひとりである Frank Gehry 氏に委託して美術館の百年祭（２０２９）を目指して
計画し始めた。  
昨日はまず 二つに分けられたグループを現館長 Timothy F. Rub 氏と総裁 Gail 
Harrity 女史 が先導していくつもの壁写真や精密模型を見せ説明して歩いた。これは一











































































































































































ルが瀬木慎一の「破産で再登場した「ガシェ」- 正常と思えぬ名画取引」 - 2007 年 3




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の先生に MDVIP にことをどうお思いになるか、聞いてみようと思っている。 
 
その夜招かれた MDVIP 関係の人たちは リセプションのあと、余興としてビートルマ
ニアのコンサートに招かれているのだった。その後６人の医者が MDVIP について説明や
経験を話した。丁寧な診察をしたためにガンを早期にみつけたという話がいくつかあっ
た。 
 
話がすんで又みんなが飲み食いを始めた時、私はそこを離れて同じ階のお手洗いに
行き、音楽会の席の方に降りようと階段の方へ歩き始めた。するといつも音楽会の度に 
中継時間にコーヒーに招かれるラウンジの入り口で名前を呼ばれた。 
『リセプションに出席なさるということだったので待ってたのに来られないから心
配していました』という。私は『あら、今リセプションから来た所よ』というと、ああ、
もう一つの方にいらっしゃったのですね、二人くらいあちらへ行くべき人が間違えてこ
ちらに来ました。』というので呆れてしまった。二つリセプションがあって私は間違っ
た方へ飛び込んだのだ。 ばかばかしくてその人も私も大笑いしてしまった。 
 
ビートルズの記念音楽会は誠にお粗末で、カリフォルニアから来たビートルズファ
ンの作曲家指揮者が指揮をしたのだが、編曲がよくなく、オケは練習をしなかったのだ
ろう。がっかりだった。ビートルズの四人： ポール、ジョン、ジョージ、リンゴにそ
れぞれ少し似た男性が出て来て、ギターを弾きながら歌ったのだが、やたらに音が拡大
されていてやかましいばかりだった。せっかく好きな曲も形無しなので私は中憩時間に
出てしまった。 
しかし私の周りに座っていた人たちは男女二人連ればかりだったが、みんな普通フ
ィラオケの演奏にはあまり来ない人たちで、このプログラムを特別聞きに来たのだとい
うことだった。解散してから何年も立ち、その後ジョンもジョージも亡くなったという
のに、ビートルズの人気はまだまだ盛んである。オケの聴衆拡張計画は成功していると
云える。） 
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